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川際建築再考
-神田川を対象として -
RECONSIDERATION OF RIVER-SIDE ARCHITECTURE





Since the ship's transportation declined in the Kanda River that existed since the Edo era, the razor shore 
rising along the river due to flood control, the landscape where people's activities were full of waterside, the 
shadow to watch has also disappeared. In this research, we aim to explore and propose alternatives of people 
and river, architecture and river interaction, without guardiac assumption.








































































































































































　SITE.2 と SITE.3 にレンタルサップステーションを設
ける。かつて客船が行き来していた河川空間を体験する
ことができる。
(6) 浮き桟橋を用いた可変スペース
　川沿いに遊歩道を設置し、一部を浮き桟橋にする。こ
れにより、潮が引いている時は動線として使え、潮が満
ちた時は川へ突出した開けた空間となる。
　本提案は、都市河川と建築の関わり方の一つのモデル
であり、建築と土木の領域を横断した建築のモデルでも
ある。現在の設計行為は、現存する枠組みの中だけで行
われている。しかし、その前提となっている枠組みを疑
い、問い直すことで新たな建築的試みの糸口が見えてく
るのではないだろうか。今回は、治水という大義名分で、
一律に川を覆っていた護岸を再考することで、超えるべ
き建築の枠組みの一端を垣間見ることができたのではな
いかと思う。
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